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商品名

評価結果

■ ＷEBアンケート結果

１

この価格で買いたい
と思いますか

２

この商品をターゲットにする
客層は多いと思いますか

３

USP (その商品の独⾃の売り）
がある商品だと思いますか

４

買いたくなる
ネーミングですか

５

この商品に興味が
ありますか

とてもある 少しある 普通
あまりない ない

WEBアンケート・1次審査・2次審査・最終審査を厳正に⾏った結果をご報告させていただきます。
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受賞回・年⽉

デザインコーヒー Good Night マンデリンメロウ
グランプリ

カフェインカットで優しい味がして、寝る前に飲めるのが良い

睡眠市場の新たな切り⼝になりそう

他には⾒ない⾼いUSPがある
パッケージデザインがシンプル、クールでおしゃれ

「眠りをデザインする。」のコピーの⼒強さで若い世代に刺さる

カフェインカットだからかコーヒー感が少ない
商品名、パッケージからだけでは内容がわかりにくい
効果がどれほどかわからない割に価格が⾼い

酸味がやや強く感じる。コーヒーとしては旨味を感じない

飲みやすいがコーヒーとしてはやはり物⾜りない
パッケージやサブタイトルからどんな商品なのかわかりにくい
スリーピングパウダーは馴染みがないのでよくわからない

コーヒーを寝る前に飲むという逆転の発想が素晴らしい

癖がなく飲みやすくて、カフェインレスでも⾹りが良い

第79回（2024年9⽉）

5.0%

点数分布として、銀賞相当が5％、⾦賞相当が30％、グランプ
リ相当が65％を占めた結果、総合評価90％で【グランプリ】とな
りました。グラフが銀賞からグランプリまで幅広く分布した理由
として、やはりデカフェ⾖を使⽤していることでコーヒーとして
物⾜りなさを感じたことをどのように評価するかで評価が分かれ
たことが挙げられると思います。

アンケート結果を⾒ると、商品に対する興味について肯定的な
意⾒が85％を占めているのに対して、価格になると商品価値がう
まく伝わっていないのか、 ２割近い否定的な意⾒があります。

商品に対する理解を深めるための情報発信に顧客ロイヤリティ
アップ対策の検討の余地があると考えます。
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■ 要因分布

■ 総評
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要因分布として、85％から92％の範囲に分布し、
全体としては⽐較的バランスの良い⼤きな六⾓形と
なりました。

ネーミングやパッケージから構成される「外部的
要因」が92％と最も⾼く、次いで、「マネジメン
ト・PR要因」が90％、「内部要因」が89％と続いて
おります。

⼀⽅で決して低いわけではありませんが、市場・
トレンドから構成される「市場要因」、「素材・安
全性・その他」が85％と他の項⽬に⽐してやや低調
となったのは、価格に対する納得感が得られなかっ
た評価があったこと、外国産の農産物を使⽤してい
て農薬検査を⾏っていないことについて安全性を疑
問視した評価があったことが影響しているものと考
えます。商品の情報が⼗分に伝わらなかったことが
影響しているのではないかと考えます。

89%

92%

85%

90%

87%

85%

まずは、【グランプリ】受賞おめでとうございます。世の中の常識を覆すような発想の転換で商品開発
を⾏い、コーヒー好きがどんな時にでもコーヒーを飲むことができるチャレンジに敬意を表します。
本商品は、覚醒させるイメージの強いコーヒーを逆転の発想で「良質な睡眠」のため「寝る前に飲む飲
料」として開発されたものですが、「コーヒー」の⼀般的な特徴と⽐較してみると、⼈によって物⾜りな
さを感じてしまうような印象を受けますが、あえてそのような特徴を外して寝る前に飲む⽤に開発したも
のとして消費者に認知されれば、⼗分に楽しめる商品であると感じました。ただ、消費者がこの味覚をど
のように評価するかは意⾒が割れるところであると考えます。
審査会では、「コーヒーの特徴を逆転させる発想が素晴らしい」、「すっきりとした味わいで飲みやす

い」、「眠りの質を上げる効果があるところが評価できる」、「ネーミングのインパクトがそのまま味に
もつながっている」といった好意的な意⾒がありました。⼀⽅で、「コーヒー感が少ない」、「パッケー
ジデザインが硬めでリラックスイメージが不⾜している」、「眠るためのコーヒーという逆説的な⾯⽩さ
をもっとアピールすべき」、「コーヒーの⾹りと「眠る」が結び付きにくい」といった否定的な意⾒もあ
りました。

アンケート結果にもあったように、第⼀印象として⼤変興味を引く商品であることは間違いありません。
コーヒーは、豊富な品種があり、ブレンドの⼿法によっても様々な味が存在しており、⼈それぞれが持つ
「コーヒー」のイメージが、本商品に対する評価を左右しているように感じました。
消費者に本商品をもっと知ってもらうため、動画、SNS、本商品専⽤の宣伝⽤のWebページなどを活⽤

した情報発信を⼯夫し、商品のパッケージにそれらに誘導するためのＱＲコードを添付するなど、本商品
の開発の⽬的、価値を伝えるための仕組みの構築を検討されてみてはいかがでしょうか？
出品商品はそれ⾃体完成度が⾮常に⾼いものであり、これからも商品の持つ可能性のさらなる向上を期
待しています。
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⾷前感の⾷レポ
【責任審査員による⾷レポです】

■ ⾷前感 講評
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⾊

透明度

明暗濃淡

形 態

⼤ ⼩

次 元

視 覚

嗅 覚

光と⾊彩

形

⽐ 喩

感覚的表現

様⼦や状態

視 覚

聴 覚

触 覚

味 覚

深いコーヒー⾊が落ち着いた印象
を与えます

抽出する濃さによって様々

柔らかな光沢を帯びた深いコー
ヒー⾊です

さらりとした液状

均⼀な⼤きさでムラなく広がって
います

平坦で広がりのある液体が穏やか
に⾒えます

柔らかな夜の空気のような落ち着
いた⾹り

コーヒー⾊から⽴ち上る⾹りが⼼
を和らげます

⽢みとコクが混ざり合う豊かな⾹
りが漂います

静かな夜の中に溶け込むような優
しい⾹り

滑らかで包み込むような柔らかな
⾹りが広がります

穏やかでリラックス効果のある⾹
りが広がる

本商品は、その視覚と嗅覚の両⾯から、リラックスした⼼地よさを感じさせる⼀品です。まず、視覚的
には、深いコーヒー⾊が落ち着いた印象を与えます。抽出する濃さによって透明度が変わり、様々な表情
を⾒せるこのコーヒーは、柔らかな光沢を帯びた深いコーヒー⾊が特徴です。さらりとした液状でありな
がら、均⼀な⼤きさでムラなく広がり、その平坦で広がりのある液体は穏やかに⾒えます。
嗅覚においても、このコーヒーは⾮常に豊かな体験を提供します。柔らかな夜の空気のような落ち着い

た⾹りが⽴ち上り、⼼を和らげます。⽢みとコクが混ざり合う豊かな⾹りが漂い、静かな夜の中に溶け込
むような優しい⾹りが感じられます。滑らかで包み込むような柔らかな⾹りが広がり、穏やかでリラック
ス効果のある⾹りが部屋中に広がります。

総じて、このコーヒーは、視覚と嗅覚の両⽅から⼼地よいリラックス感を提供し、飲む前から期待感を
⾼める⼀品です。リラックスしたい時間に最適なコーヒーとして、その存在感を強く印象付けます。
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⾷中感の⾷レポ
【責任審査員による⾷レポです】

■ ⾷中感 講評
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酸味

苦味

旨味

⽢味

塩味

基本五味

広い意味での味覚

匂 い

温 度

テクスチャ―

⾳

肌感覚

静騒感

擬⾳・擬態

硬 柔

粘 性

触 性

⾷材の
物質的特性

乾いているか
湿っているか

ほのかに感じる優しい酸味が後味
に残る
深いコーヒー特有のしっかりとし
た苦味
コクがあり、旨味が⼝の中で広が
る
微かな⽢味が全体をまろやかに包
む
ミネラル分から感じる塩味は僅か
で、コーヒーの⾵味が際⽴つ

デカフェ⾖でありながらコーヒー
⽂化の深みが⾆に伝わる豊かな味

⼀⼝飲むと、豊かな⾹りが⿐をく
すぐる

温かさが⼝の中で⼼地よく広がる

柔らかく滑らかな液体が⼝の中を
満たす
しっとりとした液体が⾆に優しく
触れる
軽やかな⼝当たりで、べたつき感
がない
滑らかな液体が⾆に⼼地よく広が
る

静寂の中で、ドリップ時の微かな
液⾳が⼼地よい

すっと滑り込むように喉を通り抜
ける

本商品は、その飲⽤体験を通じて、深いリラックス感と味わいを提供します。まず、ほのかに感じる優
しい酸味が後味に残り、深いコーヒー特有のしっかりとした苦味が味覚を刺激します。また、コクがあり、
旨味が⼝の中で広がり、微かな⽢味が全体をまろやかに包みます。コーヒーの⾵味が際⽴ち、デカフェ⾖
でありながらコーヒー⽂化の深みが⾆に伝わる豊かな味わいが特徴です。

⼀⼝飲むと、豊かな⾹りが⿐をくすぐり、温かさが⼝の中で⼼地よく広がります。柔らかく滑らかな液
体が⼝の中を満たし、しっとりとした液体が⾆に優しく触れます。軽やかな⼝当たりで、べたつき感がな
く、滑らかな液体が⾆に⼼地よく広がることで、全体としての⼝当たりが⾮常に良いです。

また、夜の静寂の中で、ドリップ時の微かな液⾳が⼼地よく感じられ、飲む際には、すっと滑り込むよ
うに喉を通り抜ける感覚が楽しめます。このコーヒーは、⾷事の中盤で味わうことで、その深みとリラッ
クス効果を最⼤限に引き出し、⼼地よい時間を提供してくれる逸品です。
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⾷後感の⾷レポ
【責任審査員による⾷レポです】

広い意味での味覚の
レーダーチャート
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五感に対する感じ⽅
レーダーチャート

基本五味の
レーダーチャート

後 味

気候・地域

⾷経験・⾷習慣

健康・⽣活様式

デカフェ⾖を使⽤しているだけあって、優しいすっきりした後
味。コーヒー好きにはやや物⾜りなさも感じる。

ドリップ式であり、寒い時期には温かさもあって良質な睡眠の
サポート効果もあると思うが、暑い時期にアイスコーヒーとし
て楽しめるかは未知数

カフェインカットで物⾜りなさも感じるが、使⽤⽬的に照らし
て、これはこういう商品として今後定着することが期待できる。

コーヒー好きに、コーヒーを飲んで寝るという新しい習慣を提
案できる画期的な商品になることが期待できる。

五味 評点

酸味 2

苦味 4

うま味 3

⽢味 3

塩味 1

広義の味 評点

まろ味 2

コク味 4

ふわふわ味 2

軽やかな味 4

懐かしい味 2

五感 評点

視覚 5

聴覚 5

触覚 4

味覚 4

嗅覚 5
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1. 内部的要因（味・五感・ニュース性等）

2. 外部的要因（ネーミング・パッケージ等）

3. 市場要因（ターゲット・トレンド等）

4. マネジメント・PR要因（広報・広告等）

5. ブランディング要因

6. 素材・安全性・その他

パッケージを開けた瞬間の良い⾹りと、実際に飲んだ時のスッキリとした味わいは、コーヒーが苦⼿な⼈
でも試しやすいと評価されました。
審査員からの「眠りの質を上げる効果がある」「寝る前に飲むコーヒーというコンセプトが新しい」と

いった評価は、この商品のユニークな売りを強調しており、⾼いUSP（独⾃の売り）がある商品として、消
費者に新しい価値を提供できる可能性を秘めています。

総じて、本商品は、コーヒーの常識を覆す⾰新的な商品であり、その斬新なコンセプトと味わいが評価さ
れています。さらなる改良を重ねることで、より多くの消費者に⽀持される商品になることが期待されます。

本商品の広報戦略は、SNSや⾃社サイト、インフルエンサーを活⽤した独⾃の展開が効果的で、特に眠り
をサポートするという逆説的な⾯⽩さをアピールする広報活動が重要です。SDGsの観点から材料を調達す
るアイデアも良い⽅向性で、パッケージ情報だけでは不⾜する商品情報をWebページへの誘導やスリーピン
グパウダーの効果証明データで補完することが推奨されます。広報マネジメントはしっかりされていますが、
製造に関わる複数企業のマネジメントの明確化も求められます。今後のPR活動やインフルエンサー活⽤にも
期待が寄せられます。

本商品は、良質な睡眠を求める消費者に強く訴求する商品であり、逆転の発想でコーヒーを睡眠補助とし
て提供する点が⾮常にユニークです。スリーピング市場において、新たな切り⼝の商品として話題性が⾼く、
デカフェを取り⼊れることで⼥性や妊婦など幅広い層にもニーズがあるのではないでしょうか。ただし、価
格設定については、継続的に飲むために⼿頃な価格にするか、その価値を消費者にしっかり訴求する必要が
あります。また、コーヒーの美味しさをパッケージでアピールする⼯夫が求められています。全体として、
本商品は新たな市場を開拓するポテンシャルを持っており、適切なマーケティング戦略が鍵となるでしょう。

おしゃれで⼿に取りやすいパッケージデザインと、「眠りをデザインする」という斬新なコンセプトが特
に⾼く評価されています。若い世代にも刺さるネーミングのインパクトがあり、パッケージに薬効成分やク
ワンソウの説明が記載されている点も好意的に受け取られています。ただし、外パッケージを外すと内容が
わかりにくくなることや、味の違いが記載されていない点など、改善の余地も指摘されています。全体的に
は、情報提供の⾯での⼯夫がさらに求められています。

本商品は、コーヒーと睡眠を結びつける逆転の発想が特徴的で、新しい提案として共感を得やすい商品で
す。ポリシーが明確であり、信頼の確⽴をブランディング戦略に据えている点が評価されています。しかし、
コーヒーの美味しさを訴求しないと「眠るなら飲まないほうがいい」という消費者の疑問に答えることが難
しくなります。商品の特徴やメリットを明確に伝えることで、消費者が購⼊する理由を提供することが重要
だと考えます。現在のブランディングはまだ確⽴されていないため、ターゲットを絞った戦略的なブラン
ディングが求められると考えます。睡眠市場の活性化に寄与する商品として、今後の展開が期待され、購⼊
者の感想や効果の実証を取り上げることで、信頼を獲得しやすくなるのではないでしょうか。

本商品は、ISO取得⼯場で製造され、PL保険にも加⼊しているため、消費者にとって安⼼できる商品です。
個別包装により、お試しで飲むことができる点も評価されています。また、農薬検査が実施されており、安
⼼安全への取り組みがしっかり⾏われていることも⾼く評価されています。ただし、スリーピングパウダー
が馴染みのない消費者に対しては、安全⾯での情報をより明確に記載することが求められます。衛⽣管理や
品質管理においても、販売者と製造者の責任を明確にし、農産物の原料についても放射能検査や農薬検査を
徹底する必要があります。パッケージにも、シンプルで分かりやすい安⼼安全の説明を加えることで、素材
の良さをより感じてもらえるような情報提供が求められると考えます。
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